
(57)【要約】

【課題】特に、板厚を厚くしたり形状を変更することな

くコスト低減、軽量化を維持しながら安定して確実に共

振点を上昇させ振動騒音を低減し、快適性を向上させる

。

【解決手段】フロアパネル本体１ａのシートクロスメン

バ前７ｌとシートクロスメンバ後８ｌの間の下部に、補

剛部材１５がスポット溶接にて設けられている。補剛部

材１５は、車幅方向にかけて中央が凸状に形成されてお

り、この凸状部１５ａが膨出部１０と膨出部１０との間

に形成される平面部１１とスポット溶接され、凸状部１

５ａの前後の両端部１５ｂ，１５ｂが、それぞれの側の

膨出部１０，１０の底部１０bo，１０boとスポット溶接

されている。また、補剛部材１５は、凸状部１５ａ及び

両端部１５ｂ，１５ｂは、サイドシルインナパネル４ｌ

まで延出され、端部１５ｃが下方に向けて屈曲されてお

り、該端部１５ｃは、サイドシルインナパネル４ｌと複

数点でスポット溶接されている。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 フ ロ ア パ ネ ル 本 体 か ら 下 方 に 向 け て 膨 出 す る 複 数 の 膨 出 部 を 有 す る 車 両 の フ ロ ア パ ネ ル
に お い て 、
　 上 記 フ ロ ア パ ネ ル 本 体 下 部 に 、 少 な く と も 上 記 膨 出 部 の 底 部 と 底 部 と を 連 接 す る 補 剛 部
材 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 車 両 の フ ロ ア パ ネ ル 。
【 請 求 項 ２ 】
　 上 記 補 剛 部 材 を 設 け る 一 方 の 膨 出 部 と 他 方 の 膨 出 部 と の 間 に は 平 坦 部 を 形 成 し 、 上 記 補
剛 部 材 は 、 上 記 一 方 の 膨 出 部 の 底 部 と 上 記 平 坦 部 と 上 記 他 方 の 膨 出 部 の 底 部 と を 連 接 し て
設 け る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 車 両 の フ ロ ア パ ネ ル 。
【 請 求 項 ３ 】
　 上 記 フ ロ ア パ ネ ル 本 体 は 、 車 幅 方 向 端 部 を サ イ ド シ ル に 連 結 す る も の で あ っ て 、 上 記 補
剛 部 材 は 、 少 な く と も 一 方 の 膨 出 部 の 底 部 と 他 方 の 膨 出 部 の 底 部 と 上 記 サ イ ド シ ル と に 連
接 し て 設 け る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ 記 載 の 車 両 の フ ロ ア パ ネ ル 。
【 請 求 項 ４ 】
　 上 記 フ ロ ア パ ネ ル 本 体 は 、 上 記 フ ロ ア パ ネ ル 本 体 上 面 に 車 幅 方 向 に 延 出 す る 一 対 の シ ー
ト ク ロ ス メ ン バ を 有 し 、 上 記 補 剛 部 材 は 、 少 な く と も 該 一 対 の シ ー ト ク ロ ス メ ン バ の 間 に
形 成 し た 一 方 の 膨 出 部 の 底 部 と 他 方 の 膨 出 部 の 底 部 と を 連 接 し て 設 け る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ３ の 何 れ か 一 つ に 記 載 の 車 両 の フ ロ ア パ ネ ル 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 複 数 の 鍋 底 形 状 を し た 膨 出 部 が 下 方 に 向 け て 形 成 さ れ た 車 両 の フ ロ ア パ ネ ル
に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 よ り 、 車 両 の フ ロ ア パ ネ ル に お い て は 、 エ ン ジ ン の 振 動 騒 音 や 排 気 音 、 路 面 か ら の
ロ ー ド ノ イ ズ 等 の 周 波 数 が 、 フ ロ ア パ ネ ル 固 有 の 共 振 周 波 数 と 一 致 す る と 、 上 述 の 振 動 騒
音 が 一 層 倍 増 さ れ て 車 室 内 に 伝 達 さ れ る た め 、 乗 員 に 不 快 感 を 与 え る こ と が 知 ら れ て い る
。 こ の た め 、 車 両 の フ ロ ア パ ネ ル で は 、 共 振 周 波 数 を 上 述 の 振 動 騒 音 の 周 波 数 （ 例 え ば ５
０ ０ Ｈ ｚ 以 上 の 周 波 数 ） よ り 高 く な る よ う に す る た め に 、 様 々 な 技 術 が 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 例 え ば 、 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ６ ０ ６ ７ ４ 号 広 報 で は 、 下 方 へ 凸 状 に 湾 曲 す る 大 き な 曲 面 部
と 、 該 曲 面 部 の 周 囲 に 一 体 に 形 成 さ れ 、 車 体 の 骨 格 部 材 に 結 合 さ れ る 平 坦 部 と を 備 え る 車
両 フ ロ ア パ ネ ル 構 造 で あ っ て 、 曲 面 部 と 平 坦 部 と を 段 差 を 設 け て 連 続 さ せ る 技 術 が 開 示 さ
れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ６ ０ ６ ７ ４ 号 広 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 と こ ろ で 、 こ う し た 車 両 の フ ロ ア パ ネ ル に お い て は 、 確 実 に 剛 性 を 向 上 さ せ て 共 振 周 波
数 の 上 昇 を 図 り 、 且 つ 、 ス ペ ー ス 的 な 面 か ら 考 慮 す る と 上 述 の 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ る よ
う な １ つ の 大 き な 曲 面 部 （ 鍋 底 部 ） を 形 成 す る よ り も 、 複 数 の 鍋 底 部 を 形 成 す る こ と が 好
ま し い 。 し か し な が ら 、 こ の よ う な 構 造 で は 、 鍋 底 部 と 鍋 底 部 と の 間 に 必 然 的 に 形 成 さ れ
る 平 坦 部 、 及 び 、 鍋 底 部 の 形 状 等 を 原 因 と す る 新 た な フ ロ ア パ ネ ル の 剛 性 を 低 下 さ せ る 要
因 が 生 じ 、 共 振 周 波 数 を 目 標 と す る 値 に ま で 上 昇 さ せ る こ と が 難 し く な る と い う 問 題 が あ
る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 上 記 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 特 に 、 板 厚 を 厚 く し た り 形 状 を 変 更 す る こ
と な く コ ス ト 低 減 、 軽 量 化 を 維 持 し な が ら 安 定 し て 確 実 に 共 振 点 を 上 昇 さ せ 振 動 騒 音 を 低
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減 し 、 快 適 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 車 両 の フ ロ ア パ ネ ル を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る
。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 フ ロ ア パ ネ ル 本 体 か ら 下 方 に 向 け て 膨 出 す る 複 数 の 膨 出 部 を 有 す る 車 両 の フ
ロ ア パ ネ ル に お い て 、 上 記 フ ロ ア パ ネ ル 本 体 下 部 に 、 少 な く と も 上 記 膨 出 部 の 底 部 と 底 部
と を 連 接 す る 補 剛 部 材 を 設 け た こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に よ る 車 両 の フ ロ ア パ ネ ル に よ れ ば 、 特 に 、 板 厚 を 厚 く し た り 形 状 を 変 更 す る こ
と な く コ ス ト 低 減 、 軽 量 化 を 維 持 し な が ら 安 定 し て 確 実 に 共 振 点 を 上 昇 さ せ 振 動 騒 音 を 低
減 し 、 快 適 性 を 向 上 さ せ る こ と が 可 能 と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 下 、 図 面 に 基 づ い て 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る 。 　
　 図 １ 乃 至 図 １ ５ は 本 発 明 の 実 施 の 一 形 態 を 示 し 、 図 １ は フ ロ ン ト フ ロ ア パ ネ ル の 斜 視 図
、 図 ２ は 補 剛 部 材 及 び そ の 取 り 付 け 説 明 図 、 図 ３ は 図 ２ の Ａ － Ａ 断 面 図 、 図 ４ は 図 ２ の Ｂ
－ Ｂ 断 面 図 、 図 ５ は 図 ２ の Ｃ － Ｃ 断 面 図 、 図 ６ は 図 ２ と は 異 な る 補 剛 部 材 及 び そ の 取 り 付
け 例 の 説 明 図 、 図 ７ は 図 ６ の Ｅ － Ｅ 断 面 図 、 図 ８ は 図 ６ の Ｆ － Ｆ 断 面 図 、 図 ９ は 図 ２ 、 ６
と は 異 な る 補 剛 部 材 及 び そ の 取 り 付 け 例 の 説 明 図 、 図 １ ０ は 図 ９ の Ｈ － Ｈ 断 面 図 、 図 １ １
は 図 ９ の Ｉ － Ｉ 断 面 図 、 図 １ ２ は 図 ２ 、 ６ 、 ９ と は 異 な る 補 剛 部 材 及 び そ の 取 り 付 け 例 の
説 明 図 、 図 １ ３ は 図 １ ２ の Ｊ － Ｊ 断 面 図 、 図 １ ４ は 図 １ ２ の Ｋ － Ｋ 断 面 図 、 図 １ ５ は 図 １
２ の Ｌ － Ｌ 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 １ に お い て 、 符 号 １ は 車 両 の フ ロ ン ト フ ロ ア パ ネ ル を 示 し 、 こ の フ ロ ン ト フ ロ ア パ ネ
ル １ の フ ロ ア パ ネ ル 本 体 １ ａ の 前 端 縁 １ ｆ は 、 車 室 と エ ン ジ ン ル ー ム と を 区 画 す る ト ー ボ
ー ド ２ の 下 縁 に 連 接 さ れ て お り 、 フ ロ ア パ ネ ル 本 体 １ ａ の 後 端 縁 １ ｒ は 、 図 示 し な い リ ヤ
フ ロ ア パ ネ ル の 前 端 縁 と 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 フ ロ ア パ ネ ル 本 体 １ ａ の 左 右 両 端 は 、 車 両 前 後 方 向 に か け て 上 方 （ 車 室 内 側 ） に
向 け 屈 曲 さ れ て フ ラ ン ジ 部 ３ ｌ ， ３ ｒ が 形 成 さ れ て お り 、 該 フ ラ ン ジ 部 ３ ｌ ， ３ ｒ が 、 そ
れ ぞ れ 車 体 の サ イ ド シ ル イ ン ナ パ ネ ル ４ ｌ ， ４ ｒ と 、 例 え ば 、 ス ポ ッ ト 溶 接 、 或 い は 、 レ
ー ザ 溶 接 等 に よ り 接 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 フ ロ ア パ ネ ル 本 体 １ ａ の 車 幅 方 向 の 略 中 央 に は 、 車 体 前 後 方 向 に 延 在 し て 車 室 内 側 に 隆
起 す る 断 面 略 逆 Ｕ 字 状 の ト ン ネ ル 部 ５ が 形 成 さ れ て お り 、 こ の ト ン ネ ル 部 ５ の 両 側 に フ ロ
ア 部 ６ ｌ ， ６ ｒ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 フ ロ ア 部 ６ ｌ の 上 面 に は 、 車 幅 方 向 に 延 在 す る 断 面 略 コ 字 状 で 、 フ ロ ア 部 ６ ｌ の 上 面 と
で 中 空 閉 断 面 を 形 成 す る と 共 に 、 サ イ ド シ ル イ ン ナ パ ネ ル ４ ｌ と ト ン ネ ル 部 ５ の 側 面 と を
連 結 す る シ ー ト ク ロ ス メ ン バ 前 ７ ｌ 、 シ ー ト ク ロ ス メ ン バ 後 ８ ｌ が 溶 接 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 フ ロ ア 部 ６ ｒ の 上 面 に も 同 様 に 、 車 幅 方 向 に 延 在 す る 断 面 略 コ 字 状 で 、 フ ロ ア 部
６ ｒ の 上 面 と で 中 空 閉 断 面 を 形 成 す る と 共 に 、 サ イ ド シ ル イ ン ナ パ ネ ル ４ ｒ と ト ン ネ ル 部
５ の 側 面 と を 連 結 す る シ ー ト ク ロ ス メ ン バ 前 ７ ｒ 、 シ ー ト ク ロ ス メ ン バ 後 ８ ｒ が 溶 接 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 更 に 、 左 右 の フ ロ ア 部 ６ ｌ ， ６ ｒ に は 、 そ れ ぞ れ 車 幅 方 向 の 下 面 略 中 央 に は 、 車 体 前 後
方 向 に 延 在 す る 断 面 略 コ 字 状 で 、 フ ロ ア 部 ６ ｌ ， ６ ｒ の 下 面 と で 中 空 閉 断 面 を 形 成 す る フ
ロ ア フ レ ー ム ９ ｌ ， ９ ｒ が 溶 接 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ １ ５ 】
　 左 右 の フ ロ ア 部 ６ ｌ ， ６ ｒ の 上 述 の シ ー ト ク ロ ス メ ン バ 前 ７ ｌ ， ７ ｒ 、 シ ー ト ク ロ ス メ
ン バ 後 ８ ｌ ， ８ ｒ 、 フ ロ ア フ レ ー ム ９ ｌ ， ９ ｒ が 溶 接 さ れ る 部 位 は 、 そ れ ぞ れ 平 面 状 に 形
成 さ れ て お り 、 こ れ ら 各 平 面 状 部 位 に よ り 区 画 さ れ る パ ネ ル に は 、 そ れ ぞ れ 下 方 に 向 け て
膨 出 す る 鍋 底 形 状 の 膨 出 部 １ ０ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 す な わ ち 、 シ ー ト ク ロ ス メ ン バ 前 ７ ｌ ， ７ ｒ の 前 方 で フ ロ ア フ レ ー ム ９ ｌ ， ９ ｒ に よ り
左 右 に 区 画 さ れ る 部 分 に は 、 そ れ ぞ れ １ つ の 膨 出 部 １ ０ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 シ ー ト ク ロ ス メ ン バ 前 ７ ｌ ， ７ ｒ と シ ー ト ク ロ ス メ ン バ 後 ８ ｌ ， ８ ｒ と の 間 で フ
ロ ア フ レ ー ム ９ ｌ ， ９ ｒ に よ り 左 右 に 区 画 さ れ る 部 分 、 及 び 、 シ ー ト ク ロ ス メ ン バ 後 ８ ｌ
， ８ ｒ の 後 方 で フ ロ ア フ レ ー ム ９ ｌ ， ９ ｒ に よ り 左 右 に 区 画 さ れ る 部 分 に は 、 そ れ ぞ れ ２
つ の 膨 出 部 １ ０ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 実 施 の 形 態 に よ る フ ロ ア パ ネ ル 本 体 １ ａ で は 、 こ の よ う に 複 数 の 膨 出 部 １ ０ を 形 成 す
る こ と に よ り 剛 性 を 高 め 、 エ ン ジ ン の 振 動 騒 音 や 排 気 音 、 路 面 か ら の ロ ー ド ノ イ ズ 等 の 周
波 数 よ り 高 い 領 域 に 共 振 周 波 数 を 設 定 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 実 施 の 形 態 で は 、 図 ２ ～ 図 ５ に 示 す よ う に 、 フ ロ ア パ ネ ル 本 体 １ ａ の シ ー ト ク ロ ス メ
ン バ 前 ７ ｌ （ ７ ｒ ） と シ ー ト ク ロ ス メ ン バ 後 ８ ｌ （ ８ ｒ ） の 間 の 下 部 に 、 補 剛 部 材 １ ５ が
ス ポ ッ ト 溶 接 に て 設 け ら れ て い る 。 尚 、 図 ２ ～ 図 ５ は 、 左 側 の フ ロ ア 部 ６ ｌ を 拡 大 し て 補
剛 部 材 １ ５ を 説 明 す る 図 で あ る が 、 右 側 の フ ロ ア 部 ６ ｒ に も 略 対 称 的 に 補 剛 部 材 １ ５ が 設
け ら れ て い る 。 従 っ て 、 右 側 の フ ロ ア 部 ６ ｒ に 設 け ら れ る 補 剛 部 材 １ ５ に つ い て も 分 か り
易 い よ う に 、 右 側 の フ ロ ア 部 ６ ｒ に 関 す る 符 号 は 括 弧 で 示 し な が ら 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 補 剛 部 材 １ ５ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 車 幅 方 向 に か け て 中 央 が 凸 状 に 形 成 さ れ て お り （
凸 状 部 １ ５ ａ ） 、 こ の 凸 状 部 １ ５ ａ が 膨 出 部 １ ０ と 膨 出 部 １ ０ と の 間 に 形 成 さ れ る 平 面 部
１ １ と ス ポ ッ ト 溶 接 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 補 剛 部 材 １ ５ の 凸 状 部 １ ５ ａ の 前 後 に 形 成 さ れ る 両 端 部 １ ５ ｂ ， １ ５ ｂ が 、 そ れ
ぞ れ の 側 の 膨 出 部 １ ０ ， １ ０ の 底 部 １ ０ bo， １ ０ boと ス ポ ッ ト 溶 接 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 補 剛 部 材 １ ５ は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 凸 状 部 １ ５ ａ は そ の ま ま フ ロ ア パ ネ ル 本 体
１ ａ の 平 面 部 １ １ に 沿 っ て 、 サ イ ド シ ル イ ン ナ パ ネ ル ４ ｌ （ ４ ｒ ） ま で 延 出 さ れ 、 こ の サ
イ ド シ ル イ ン ナ パ ネ ル ４ ｌ （ ４ ｒ ） の 形 状 に 沿 い な が ら 、 端 部 １ ５ ｃ が 下 方 に 向 け て 屈 曲
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 更 に 、 補 剛 部 材 １ ５ は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 凸 状 部 １ ５ ａ の 前 後 に 形 成 さ れ た 両 端 部 １
５ ｂ ， １ ５ ｂ は 、 そ の ま ま 膨 出 部 １ ０ ， １ ０ の 底 部 １ ０ bo， １ ０ boか ら サ イ ド シ ル イ ン ナ
パ ネ ル ４ ｌ （ ４ ｒ ） ま で 延 出 さ れ 、 端 部 １ ５ ｃ が 下 方 に 向 け て 屈 曲 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 そ し て 、 補 剛 部 材 １ ５ の 端 部 １ ５ ｃ は 、 サ イ ド シ ル イ ン ナ パ ネ ル ４ ｌ （ ４ ｒ ） と 複 数 点
（ 例 え ば ３ 点 ） で ス ポ ッ ト 溶 接 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 フ ロ ア パ ネ ル 本 体 下 部 に 、 少 な く と も 膨 出 部 １ ０
， １ ０ の 底 部 １ ０ boと 底 部 １ ０ boと を 連 接 す る 補 剛 部 材 １ ５ を 設 け た の で 、 確 実 に 剛 性 を
向 上 さ せ て 共 振 周 波 数 の 上 昇 を 図 り （ 例 え ば ５ ０ ０ Ｈ ｚ 以 上 ま で 上 昇 さ せ ） 、 且 つ 、 ス ペ
ー ス 的 な 面 か ら 考 慮 し て 、 複 数 の 鍋 底 部 １ ０ を 形 成 し た と し て も 剛 性 を 低 下 さ せ る こ と が
な い 。 こ の た め 、 板 厚 を 厚 く し た り 形 状 を 変 更 す る こ と な く コ ス ト 低 減 、 軽 量 化 を 維 持 し
な が ら 安 定 し て 確 実 に 共 振 点 を 上 昇 さ せ 振 動 騒 音 を 低 減 し 、 快 適 性 を 向 上 さ せ る こ と が 可
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能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 補 剛 部 材 １ ５ は 、 凸 状 部 １ ５ ａ が 膨 出 部 １ ０ と 膨 出 部 １ ０ と の 間 に 形 成 さ れ る 平
面 部 １ １ と ス ポ ッ ト 溶 接 さ れ 、 凸 状 部 １ ５ ａ の 前 後 に 形 成 さ れ る 両 端 部 １ ５ ｂ ， １ ５ ｂ が
そ れ ぞ れ の 側 の 膨 出 部 １ ０ ， １ ０ の 底 部 １ ０ bo， １ ０ boと ス ポ ッ ト 溶 接 さ れ る 構 成 で あ る
た め 、 こ れ ら を 一 体 と し て 確 実 に 剛 性 を 向 上 す る こ と が 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 更 に 、 補 剛 部 材 １ ５ は 、 フ ロ ア パ ネ ル 本 体 １ ａ の シ ー ト ク ロ ス メ ン バ 前 ７ ｌ （ ７ ｒ ） と
シ ー ト ク ロ ス メ ン バ 後 ８ ｌ （ ８ ｒ ） の 間 の 下 部 に サ イ ド シ ル イ ン ナ パ ネ ル ４ ｌ （ ４ ｒ ） と
複 数 点 で ス ポ ッ ト 溶 接 し て 設 け る よ う に し て い る た め 、 ポ ー ル 側 面 衝 突 等 の 衝 突 に 対 し て
も 車 室 内 を 安 全 に 保 護 す る 十 分 な 強 度 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 尚 、 補 剛 部 材 １ ５ は 、 図 ６ ～ 図 ８ に 示 す 補 剛 部 材 ２ ５ 、 或 い は 、 図 ９ ～ 図 １ １ に 示 す 補
剛 部 材 ３ ５ 、 或 い は 、 図 １ ２ ～ 図 １ ５ に 示 す 補 剛 部 材 ３ ５ の よ う な も の で あ っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ６ に 示 す 補 剛 部 材 ２ ５ は 、 補 剛 部 材 １ ５ を 更 に フ ロ ア フ レ ー ム ９ ｌ （ ９ ｒ ） に ま で 延
出 し て 形 成 し た も の で あ り 、 図 ２ ～ 図 ５ に 示 す 補 剛 部 材 １ ５ と 同 様 に 、 フ ロ ア パ ネ ル 本 体
１ ａ の シ ー ト ク ロ ス メ ン バ 前 ７ ｌ （ ７ ｒ ） と シ ー ト ク ロ ス メ ン バ 後 ８ ｌ （ ８ ｒ ） の 間 の 下
部 に 、 ス ポ ッ ト 溶 接 に て 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 補 剛 部 材 ２ ５ は 、 車 幅 方 向 に か け て 中 央 が 凸 状 に 形 成 さ れ て お り （ 凸 状 部 ２ ５ ａ ） 、 こ
の 凸 状 部 ２ ５ ａ が 膨 出 部 １ ０ と 膨 出 部 １ ０ と の 間 に 形 成 さ れ る 平 面 部 １ １ と ス ポ ッ ト 溶 接
さ れ て い る 。 尚 、 図 ６ 中 に お け る 断 面 Ｄ － Ｄ は 、 図 ３ の 符 号 １ ５ を ２ ５ と 読 み 替 え れ ば 図
３ と 同 じ 図 と な る の で 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 補 剛 部 材 ２ ５ の 凸 状 部 ２ ５ ａ の 前 後 に 形 成 さ れ る 両 端 部 ２ ５ ｂ ， ２ ５ ｂ が 、 そ れ
ぞ れ の 側 の 膨 出 部 １ ０ ， １ ０ の 底 部 １ ０ bo， １ ０ boと ス ポ ッ ト 溶 接 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 補 剛 部 材 ２ ５ は 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 凸 状 部 ２ ５ ａ の 一 端 側 は 、 そ の ま ま フ ロ ア
パ ネ ル 本 体 １ ａ の 平 面 部 １ １ に 沿 っ て 、 サ イ ド シ ル イ ン ナ パ ネ ル ４ ｌ （ ４ ｒ ） ま で 延 出 さ
れ 、 こ の サ イ ド シ ル イ ン ナ パ ネ ル ４ ｌ （ ４ ｒ ） の 形 状 に 沿 い な が ら 、 端 部 ２ ５ ｃ が 下 方 に
向 け て 屈 曲 さ れ て い る 。 更 に 、 凸 状 部 ２ ５ ａ の 他 端 側 は 、 そ の ま ま フ ロ ア パ ネ ル 本 体 １ ａ
の 平 面 部 １ １ に 沿 っ て 、 フ ロ ア フ レ ー ム ９ ｌ （ ９ ｒ ） の フ ロ ア パ ネ ル 本 体 １ ａ に 対 す る フ
ラ ン ジ 部 分 ９ la（ ９ ra） 上 ま で 延 出 さ れ 、 フ ラ ン ジ 部 分 ９ la（ ９ ra） の 板 厚 分 だ け 段 付 が
な さ れ て 、 段 付 部 ２ ５ ｄ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 補 剛 部 材 ２ ５ は 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 凸 状 部 ２ ５ ａ の 前 後 に 形 成 さ れ た 両 端 部 ２
５ ｂ ， ２ ５ ｂ の 一 端 側 は 、 そ の ま ま 膨 出 部 １ ０ ， １ ０ の 底 部 １ ０ bo， １ ０ boか ら サ イ ド シ
ル イ ン ナ パ ネ ル ４ ｌ （ ４ ｒ ） ま で 延 出 さ れ 、 端 部 ２ ５ ｃ が 下 方 に 向 け て 屈 曲 さ れ て い る 。
更 に 、 両 端 部 ２ ５ ｂ ， ２ ５ ｂ の 他 端 側 は 、 そ の ま ま 膨 出 部 １ ０ ， １ ０ の 曲 面 形 状 に 沿 っ て
、 フ ロ ア フ レ ー ム ９ ｌ （ ９ ｒ ） の フ ロ ア パ ネ ル 本 体 １ ａ に 対 す る フ ラ ン ジ 部 分 ９ la（ ９ ra
） 上 ま で 延 出 さ れ 、 フ ラ ン ジ 部 分 ９ la（ ９ ra） の 板 厚 分 だ け 段 付 が な さ れ て 、 段 付 部 ２ ５
ｄ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 そ し て 、 補 剛 部 材 ２ ５ の 一 端 側 の 端 部 ２ ５ ｃ は 、 サ イ ド シ ル イ ン ナ パ ネ ル ４ ｌ （ ４ ｒ ）
と 複 数 点 （ 例 え ば ３ 点 ） で ス ポ ッ ト 溶 接 さ れ る 一 方 、 補 剛 部 材 ２ ５ の 他 端 側 の 段 付 部 ２ ５
ｄ は フ ロ ア フ レ ー ム ９ ｌ （ ９ ｒ ） の フ ラ ン ジ 部 分 ９ la（ ９ ra） と 共 に フ ロ ア パ ネ ル 本 体 １
ａ に 複 数 点 （ 例 え ば ３ 点 ） で ス ポ ッ ト 溶 接 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ の よ う に 、 補 剛 部 材 ２ ５ は 、 補 剛 部 材 １ ５ を 更 に フ ロ ア フ レ ー ム ９ ｌ （ ９ ｒ ） に ま で
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延 出 し て 形 成 す る こ と に よ り 、 一 層 、 確 実 な 剛 性 の 向 上 を 図 る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ９ に 示 す 補 剛 部 材 ３ ５ は 、 補 剛 部 材 １ ５ を サ イ ド シ ル イ ン ナ パ ネ ル ４ ｌ （ ４ ｒ ） ま で
延 出 す る こ と な く 断 面 ハ ッ ト 状 の 単 純 な 形 状 で 形 成 し た も の で あ り 、 図 ２ ～ 図 ５ に 示 す 補
剛 部 材 １ ５ と 同 様 に 、 フ ロ ア パ ネ ル 本 体 １ ａ の シ ー ト ク ロ ス メ ン バ 前 ７ ｌ （ ７ ｒ ） と シ ー
ト ク ロ ス メ ン バ 後 ８ ｌ （ ８ ｒ ） の 間 の 下 部 に 、 ス ポ ッ ト 溶 接 に て 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 補 剛 部 材 ３ ５ は 、 車 幅 方 向 に か け て 中 央 が 凸 状 に 形 成 さ れ て お り （ 凸 状 部 ３ ５ ａ ） 、 こ
の 凸 状 部 ３ ５ ａ が 膨 出 部 １ ０ と 膨 出 部 １ ０ と の 間 に 形 成 さ れ る 平 面 部 １ １ と ス ポ ッ ト 溶 接
さ れ て い る 。 尚 、 図 ９ 中 に お け る 断 面 Ｇ － Ｇ は 、 図 ３ の 符 号 １ ５ を ３ ５ と 読 み 替 え れ ば 図
３ と 同 じ 図 と な る の で 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま た 、 補 剛 部 材 ３ ５ の 凸 状 部 ３ ５ ａ の 前 後 に 形 成 さ れ る 両 端 部 ３ ５ ｂ ， ３ ５ ｂ が 、 そ れ
ぞ れ の 側 の 膨 出 部 １ ０ ， １ ０ の 底 部 １ ０ bo， １ ０ boと ス ポ ッ ト 溶 接 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 す な わ ち 、 図 １ ０ 、 及 び 、 図 １ １ か ら も 判 る よ う に 、 補 剛 部 材 ３ ５ は 、 断 面 が ハ ッ ト 状
の 板 で 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 こ の よ う に 、 補 剛 部 材 ３ ５ は 、 断 面 ハ ッ ト 状 の 単 純 な 形 状 で 形 成 し た の で 、 取 付 作 業 も
容 易 で あ り 、 ま た 、 コ ス ト も 安 く 実 現 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 １ ２ に 示 す 補 剛 部 材 ４ ５ は 、 単 純 な 、 一 枚 の 長 方 形 の 平 板 で 形 成 さ れ て お り 、 図 １ ３
～ 図 １ ５ か ら も 判 る よ う に 、 図 ２ ～ 図 ５ に 示 す 補 剛 部 材 １ ５ と 同 様 に 、 フ ロ ア パ ネ ル 本 体
１ ａ の シ ー ト ク ロ ス メ ン バ 前 ７ ｌ （ ７ ｒ ） と シ ー ト ク ロ ス メ ン バ 後 ８ ｌ （ ８ ｒ ） の 間 の 下
部 に 、 両 端 部 が そ れ ぞ れ 膨 出 部 １ ０ ， １ ０ の 底 部 １ ０ bo， １ ０ boと ス ポ ッ ト 溶 接 さ れ 固 定
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 こ の た め 、 図 ９ で 示 す 補 剛 部 材 ３ ５ よ り 更 に 取 付 作 業 も 容 易 で あ り 、 ま た 、 コ ス ト も 安
く 実 現 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 以 上 、 例 示 し た ４ つ の 補 剛 部 材 １ ５ ， ２ ５ ， ３ ５ ， ４ ５ は 、 そ れ ぞ れ 異 な る 剛 性 を 有 し
、 異 な る 形 状 を 有 す る こ と か ら 、 必 要 と さ れ る 剛 性 に 応 じ て 、 ま た 、 取 付 可 能 な 位 置 に 応
じ て 選 択 的 に 用 い る こ と が で き る 。 例 え ば 、 シ ー ト ク ロ ス メ ン バ 前 ７ ｌ ， ７ ｒ と シ ー ト ク
ロ ス メ ン バ 後 ８ ｌ ， ８ ｒ と の 間 で フ ロ ア フ レ ー ム ９ ｌ ， ９ ｒ に よ り 左 右 に 区 画 さ れ る 部 分
の サ イ ド シ ル 側 の 膨 出 部 １ ０ ， １ ０ に 対 し て は 、 ４ つ の 補 剛 部 材 １ ５ ， ２ ５ ， ３ ５ ， ４ ５
の 何 れ か を 用 い 、 ト ン ネ ル 部 ５ 側 の 膨 出 部 １ ０ ， １ ０ に 対 し て は 、 補 剛 部 材 ２ ５ ， ３ ５ ，
４ ５ の 何 れ か を 用 い る こ と が で き る 。 シ ー ト ク ロ ス メ ン バ 後 ８ ｌ ， ８ ｒ の 後 方 で フ ロ ア フ
レ ー ム ９ ｌ ， ９ ｒ に よ り 左 右 に 区 画 さ れ る 部 分 に 形 成 さ れ る 膨 出 部 １ ０ ， １ ０ に 対 し て も
同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 フ ロ ン ト フ ロ ア パ ネ ル １ に つ い て の 例 を 示 し て い る が 、 リ ア
フ ロ ア パ ネ ル に つ い て も 複 数 の 膨 出 部 が 形 成 さ れ て い る 場 合 に は 、 本 発 明 を 適 用 で き る こ
と は 云 う ま で も な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
【 図 １ 】 フ ロ ン ト フ ロ ア パ ネ ル の 斜 視 図
【 図 ２ 】 補 剛 部 材 及 び そ の 取 り 付 け 説 明 図
【 図 ３ 】 図 ２ の Ａ － Ａ 断 面 図
【 図 ４ 】 図 ２ の Ｂ － Ｂ 断 面 図
【 図 ５ 】 図 ２ の Ｃ － Ｃ 断 面 図
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【 図 ６ 】 図 ２ と は 異 な る 補 剛 部 材 及 び そ の 取 り 付 け 例 の 説 明 図
【 図 ７ 】 図 ６ の Ｅ － Ｅ 断 面 図
【 図 ８ 】 図 ６ の Ｆ － Ｆ 断 面 図
【 図 ９ 】 図 ２ 、 ６ と は 異 な る 補 剛 部 材 及 び そ の 取 り 付 け 例 の 説 明 図
【 図 １ ０ 】 図 ９ の Ｈ － Ｈ 断 面 図
【 図 １ １ 】 図 ９ の Ｉ － Ｉ 断 面 図
【 図 １ ２ 】 図 ２ 、 ６ 、 ９ と は 異 な る 補 剛 部 材 及 び そ の 取 り 付 け 例 の 説 明 図
【 図 １ ３ 】 図 １ ２ の Ｊ － Ｊ 断 面 図
【 図 １ ４ 】 図 １ ２ の Ｋ － Ｋ 断 面 図
【 図 １ ５ 】 図 １ ２ の Ｌ － Ｌ 断 面 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 　 １ 　 　 フ ロ ン ト フ ロ ア パ ネ ル
　 　 １ ａ 　 フ ロ ア パ ネ ル 本 体
　 　 ４ ｌ ， ４ ｒ 　 サ イ ド シ ル イ ン ナ パ ネ ル
　 　 ６ ｌ ， ６ ｒ 　 フ ロ ア 部
　 　 ７ ｌ ， ７ ｒ 　 シ ー ト ク ロ ス メ ン バ 前
　 　 ８ ｌ ， ８ ｒ 　 シ ー ト ク ロ ス メ ン バ 後
　 　 ９ ｌ ， ９ ｒ 　 フ ロ ア フ レ ー ム
　 １ ０ 　 　 膨 出 部
　 １ ０ bo　 底 部
　 １ １ 　 　 平 面 部
　 １ ５ 　 　 補 剛 部 材
　 １ ５ ａ 　 凸 状 部
　 １ ５ ｂ 　 端 部
　 １ ５ ｃ 　 端 部
　 ２ ５ 　 　 補 剛 部 材
　 ２ ５ ａ 　 凸 状 部
　 ２ ５ ｂ 　 端 部
　 ２ ５ ｃ 　 端 部
　 ２ ５ ｄ 　 段 付 部
　 ３ ５ 　 　 補 剛 部 材
　 ３ ５ ａ 　 凸 状 部
　 ３ ５ ｂ 　 端 部
　 ４ ５ 　 　 補 剛 部 材
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 代 理 人 　 　 弁 理 士 　 　 伊 　 藤 　 　 進
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】
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【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】
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